
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ノアール

オートマトン

タナトス

ステーシー

15

渇望

12

煉獄

11
切り捨て

【機械の薔薇園のティータイム】

【ネクロマンサー】

【ドール】

【ガラスの海辺にサンドイッチを広げて】

【実験】

冷たい目で、懇願する人を見下した記憶。そうだ、役立たずになった者を捨てたのだ。もういらないから。何の価値もなくなったから。そして今の私は死体人形。死んで要らなくなった自分を、誰かが捨てたのだろうか。

あなたたちは薔薇の庭園というには無骨で灰色な場所でティータイムを過ごした。 本当ならここは庭園じゃないのだ。 でもあの子が庭園に見立てたらいいと言ったから。

あなたの体をこんな風に変えたネクロマンサーをあなたは覚えている。 名前はリコッタ。 彼女は自分のエゴのためといったが、エゴとは何だろうか。 詳細は覚えていない。

この場にいないドールはアマリアだ。 引っ込み思案でそばかすの愛らしいドールだった。

たまには外に出ようと外に出た。 目の前にあるのはただのガラスの破片だ。 それでもあの子が海に見立てようっていったから サンドイッチといいながら固形食をみんなで作って広げて、ハイキングをしたのだ。

あなたはその場から連れ出され、実験につき合わされた。 何度も拷問され、痛みを与えられ、ばらばらになって死んだ。  その後あの研究室の培養装置の中で目覚める。記憶のかけらを２つ手にして。  痛かった記憶のかけらを手放したから実験のことは忘れた。 だからきっと毎回実験に付き合わされていた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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コストが任意の基本パーツ１．行動・攻撃・切断の判定を振り直せる。

白兵出目+1

攻撃マニューバ宣言時「ラピット」「ジャッジ」使用不可

攻撃、切断判定の出目+1。毎ターン終了時と戦闘終了時に任意のパーツ１つ損傷

自身が与えた白兵攻撃に全体攻撃の効果をつける。自身にダメージは無い

支援3。コストは任意の未練に+1

2

1

肉弾攻撃１

行動値+1

白兵、肉弾ダメ+1（自身がダメージを与えた時のみ。コストとして任意の基本パーツ１つ損傷。1ターンに何度でも使用可能

支援2

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃２+切断　判定+1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

白兵、肉弾ダメージ+1（自身がダメージを与えた場合のみ

戦闘終了時このパーツが残っていれば任意の狂気点-1

移動１

移動１
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